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令和６年度 第３回伊賀市こども未来応援会議 議事概要 

 

日 時 令和 7年 1月 30 日（木） 午後 2時～３時 20分 

場 所 伊賀市役所庁議室 

出席者 富田委員長、南委員、窪田委員、三井委員、佐治委員、辻井委員、葛原委員、 

山本委員、加納副委員長、オチャンテ村井委員 

（欠席者 百代委員、福永(あ)委員、林﨑委員、福永(悦)委員、岩野委員、丹羽委員） 

 

開 会 

◇出席者数の確認（10名／16 名）と会議の成立について 

◇会議の公開について 

 

１．あいさつ 

◇資料の確認 

 

２．議 題 

（１）伊賀市こども計画について 

・パブリックコメントの実施状況 

・最終案 

◇資料 1-1、1-2、2-1、2-2 説明（こども未来課主幹説明） 

（質疑） 

委員長 質疑に移らせていただく。パブリックコメントは市としての回答をま

とめたものになっている。この会議では個別の事業の内容ではなく、

体系や視点といった大きな枠組みでの意見を頂戴できればと思う。本

日は、事務局に対して意見を求めるのではなく、委員会として意見を

まとめて、最終、事務局に提案したいと考えている。ご意見、ご質問

等あればお願いしたい。 

※※委員 パブリックコメントの 22 番について、取り組み名に幼児教育の追加

があったので、取り組み内容にも幼児教育の記述を入れるべきではな

いか。また、教育委員会も担当課に加えるべきではないか。 

保育幼稚園課 事業の名称に幼児教育を加えたが、取り組み内容には元々幼稚園の内

容も含んで記載している。担当については基本的にこども家庭庁であ

り、当課で担当している。 

委員長 その他、いかがか。 

※※委員 回答番号 47 番の待機児童の対策について、地域型保育事業の具体的

な必要数の見込みや確保数も記載すべきではないか。 

保育幼稚園課 現在の状況として、74 ページについては地域型保育がないので記載

していない。今後、計画に関しては、待機児童について私的待機児童

が切迫してきている状況であり、数字は出せないが、充実に取り組ん
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でいきたい。 

委員長 問題意識を会議全体で共有したいのだが、待機児童数を計画に載せて

はどうかということか。 

※※委員 具体的に数を入れたほうが、何人足りていないのかが分かる。保育士

が足りていないのか、人が多いからなのかが分からない。 

保育幼稚園課 どこに具体的数値を入れるべきとお考えか。 

※※委員 どこにとは言えない。 

委員長 待機児童の原因が分かるような数値が示されるとよいということだ

ろうが、保育士数は常勤も非常勤も様々であり、時間帯によって入り

方も違うし、各年齢クラスでの人員配置も違うので、一概に１人とい

うのを単純にカウントしづらい。複雑化している問題なので、こども

計画に載せるのは難しいと思う。 

事務局 待機児童の状況について、私的待機の状況は把握できていないが、待

機児童の数は 76ページに載せている。 

委員長 私的待機というのは希望に合わないから家庭で待機しているもので

ある。これは含まれていないが、待機児童数はここに示されている。 

全体について、ご意見があればお願いしたい。 

※※委員 回答番号 33 番だが、有機食材について、定期的に給食に有機米を取

り入れる予定がないのでオーガニックの記載をしないとのことだが、

来年度２回の有機米または有機農産物を取り入れる検討をされてい

るということなので、記載してもよいのではないか。 

事務局 本計画はこども計画であり、有機食材の導入は食育推進計画に記載し、

進行管理することとしている。なお、正しくは「伊賀市食育推進計画」

なので「教育」を削除していただきたい。 

委員長 その他にいかがか。 

※※委員 ９番、伊賀市は都市公園及び緑地が 29 か所あるとのことだが、市中

心部に集中しているように思う。支所管内の公園数はどうなっており、

場所の周知はどのように行っているか。 

事務局 こども計画の範囲外なので、後刻、回答させていただく。 

委員長 では、※※委員、お願いしたい。 

※※委員 パブリックコメントの 36 番について、「郷土愛の醸成」への修正は問

題ないのだが、今のこどもは外国から来ているこどもも増え、多様化

しているので、伊賀市としての誇りを持ってもらうための育成は必要

なことかと思う。 

委員長 確かに、「育成」というほうが教育の介入程度が大きくなってくる。

そういったことを意識的に行っていくことが大事だというご発言だ

と思う。 

その他いかがか。 

※※委員 パブリックコメントは市民からの貴重な意見だと思うが、今後、例え
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ば、木づかい、木育推進事業のプレゼントのことが議題に上がったら、

パブリックコメントの意見を参考にしてもらえるのか。 

また、パブリックコメントの一覧を市民に見てもらえるように、広報

の折り込みに入れてはどうか。 

委員長 ひとつめの意見は特にどの辺りのことになるか。 

※※委員 全部である。例えとして、木づかい、木育推進事業のことを言ったが、

すべてのことである。 

事務局 パブリックコメントの意見について、例えば、木育についてはプレゼ

ントをお渡しした人にアンケートを実施し、その意見も事業実施の参

考にする。その他についても、参考にすべきものは参考にする。 

パブリックコメントの公表については、制度実施要綱に基づいて公表

する。市ホームページへの掲載という形で周知する。 

委員長 その他いかがか。 

※※委員 ホームページだと見る人が限られる。広報に入れてはどうか。 

事務局 伊賀市全体の公表の方法だと思うが、他計画もあり、広報に入れるの

は難しい。今はホームページとなっているが、SNSなどがよいのかど

うか、広報担当課にも伝える。 

委員長 その他にいかがか。 

※※委員 伊賀市ホームページのパブリックコメント募集のページに、伊賀市こ

ども計画の募集が掲載されていなかったのはなぜか。 

事務局 実施期間が終われば削除する。当然、実施期間中は見られたと思うが

どうか。 

一応、確認する。 

委員長 その他の委員から、何かないか。 

事務局 郷土愛についてのご意見があったが、委員会としては「醸成」でよい

か。 

委員長 意見があればお願いしたい。 

※※委員 「醸成」というと、こどもたちが自分たちの気持ちの中で育むもので

あり、「育成」は学校で教えるという感じを覚える。主語がどちらに

なるかで変わる。同じことをやるのだろうと思うが、「育む取り組み」

でもよい。 

委員長 「育成」となると直接教授する感じが強くなる。「醸成」は間接的で、

幅広くとらえられる。郷土愛は様々な経験を通じて育まれるものなの

で、私は「醸成」でもよいのではないかと思う。委員の皆さま、いか

がか。 

それでは、この会としては「醸成」ということにしたい。 

その他よろしいか。 

※※委員 パブリックコメントの中で公園施設更新事業があるが、全国的に、公

園の遊具が老朽化していて危ない。点検は関係課で行っているのか。 
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事務局 公園の遊具については、更新計画に従って都市計画のほうで実施して

いる。 

※※委員 安全に使えるように、定期点検をしてもらえればと思う。全国では事

故の事例もあるので、伊賀市ではそういうことがないようにしてもら

いたい。 

委員長 その他にはいかがか。 

では、議題２に移ることとする。 

 

（２）2025（令和７）年度における保育所の利用定員の変更について 

◇資料 3-1、3-2、3-3 説明（保育幼稚園課説明） 

（質疑） 

委員長 質疑に移らせていただく。ご意見、ご質問等あればお願いしたい。 

今回、私立保育園の定員が随分減少するが、全体としては、量の見込

みに対しての確保は、計画よりも下がっているが問題はないというこ

とか。 

保育幼稚園課 計画としては確かにそうだが、やはり私的待機ということの部分では、

地域的には保育園が集中していたり、人口が集中していたりして、少

し厳しい状況にあるのに変わりはない。今回の利用定員の変更は、法

人の運営の中で仕方がない部分はあるが、法人とともに保育士確保の

支援や再編なども含め、来年度以降、協議をしながら、私的待機の解

消に向けて取り組んで行きたい。 

委員長 待機児童の問題は地域によって違いが生じている。保育ニーズも違っ

てくる。今後のことを考えると、地域型保育事業を考えていく必要が

ある。各施設の意向を十分に考慮しつつということだが、量の見込み

に対して確保することを考えると、昨年度も減っており、こういうこ

とが続くと問題だと思うので、その辺りも施設に強くお願いしていっ

ていただけたらと思う。 

その他いかがか。よろしいか。では、その他の項に移る。 

 

３．その他 

委員長 委員から何かあるか。 

※※委員 資料の 76 ページの「認可外保育施設」については、どこの事業所か

が分かったら教えて欲しい。企業型が４施設、事業所内保育が６施設、

一般が２施設ということだが、これらはどこか。女性が働く上で重要

だと思う。 

保育幼稚園課 企業型の保育所については、ハートランド保育園、DMG、どんぐり保

育園、パワーキッズ伊賀である。事業所内保育所が三重ヤクルト販売

株式会社、アートチャイルドケア株式会社、さくらんぼハウス、森の

こども、伊賀市立上野総合市民病院託児所、サラヤチャイルドステー
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ション伊賀である。一般型がゆめが丘鶴寿園、ポコ・ア・ポコである。

事業所内保育所は令和５年度の数字なので、ゆめが丘鶴寿園が閉鎖と

なっている。 

委員長 その他、事務局からあれば、お願いしたい。 

 

◇策定スケジュールの説明（資料４） 

◇IGABITO 育成事業についての説明（動画） 

 

※※委員 探求ということで、生徒が自分たちで課題を見つけ、どう解決すべき

か仮説を立てて取り組んでいる。その中の１グループが、伊賀市の子

育てということで、保育園などに出向いて調査していた。こういうこ

とをどんどん行って、若い世代の声を市にも届けていければ、生徒た

ちも活発にやってくれると思うし、新鮮でよいアイデアが出てくると

思う。今後とも、引き続き、ご協力、ご支援いただければと思う 

 

◇CATV での放映のご案内 

 

委員長 以上で、本日の議事は終了となる。マイクを事務局にお返しする。 

 

以上 


